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ザ イールにおけ るバ ニァルワンダ移住民の農牧生活

　　　　　　―マシシ村落調査の中間報告―

和　　田　　正　　平*

は じ め に

Ⅰ　 移民前史

　　― バニァルワンダの歴史的形成―

　　1.種 族 構 成

　　2.ル ワンダ王国の成立

　　3.　 トゥチの支配形態

　　4.　 ベルギーの間接統治

Ⅱ　バニァルワンダ移民社会の成立

　　1.移 民政策の展開

　　2.移 住地域の拡大

皿　集落構造 と生業形態

　　1.集 落 構 造

　　2.農 耕 形 態

　　3.牧 畜 形 態

IV　 変化と展望

　　1.　 移住民と地元民の変化

　　2.　 市場経済の成立

　は じ め に

　本稿は,わ たしが東アフリカ(主にタンザニア)

の農牧民1)と の比較研究のために行なったザイー

ル東部地方,キ ヴ州山岳部のバニァルワンダ村落

の社会人類学的調査結果にもとづき,そ の集落構

造 と生業形態に関 してまず,概 括的な中問報告を

こころみたものである.

　調査はL.R.S.A.C.(ザ イール ・アフリカ総合

科学研究所)の 協力のもとに,1974年9月 末か

ら翌年3月 末まで約6ケ 月間にわた り,京 都大学

ザイール 学術調査隊含)による,ザ イール 国キヴ

*国 立民族学博物館　第3研 究部

1)ア フリカでは,農 耕 と牧畜とが有機的に関連して

　 いないので,正 確には,半 農半牧民とよぶぺきで

　 ある。福井勝義,半 農半牧民の生態学的考察―

　 イラク族の移住 と定着をめぐって― アフリカ研

　 究,9号,参 照.

湖,タ ンガニイカ湖周辺におけ るバソツー系諸族

のエスノサイエソスに関する調査研究の一環 とし

て行なわれた.

　ザイールは,日 本のアフリカ研究がようや く本

格的な現地調査を開始 した1960年 以降,動 乱期

に入ったため調査活動は不可能にな り,今 では日

本人によるアフリカ研究が もっとも遅延 した国の

ひとつになった.「 コンゴ動乱」と呼ばれ た 内戦

は,1965年11月,現 大統領のモブツ司令官が政

権を掌握,事 態を収束 したが,な お地方では国情

は安定せず,1967年7月,キ ヴ州ではモブツ政

権打倒 と,カ タンガ州(現 シャバ州)の 分離独立

をね らって大規模な叛乱がおこり,白 人庸兵120

人および,カ タンガ州黒人兵約1,000人 がブカヴ

2)こ の調査隊は昭科50年 度,文 部省科学研究費補

　 助金(海 外学衛調査)に よって組織され,隊 長は

　 京都大学教養部,米 山俊直助教授であった.
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(Bukavu;I.R.S.A.C。 は この町 にすべてを依存

している)に 立て こもったのであ る.叛 乱 は数 ケ

月で鎮圧 された が,現 在 もなお,タ ンガニイカ湖

に接す る出岳奥地 には叛乱軍の勢 力が一 部残存 し

ている といわれ,一 帯は軍政 下におかれている.

　 ブカ ヴはキ ヴ湖北岸 に面 した風光明媚 な町 であ

るが,動 乱 の傷 あ とが まだ各所 に残 っている.ブ

カヴはまた キ ヴ州の交通の要 衡であ り,現 在,ロ

ーカル空港 の設 備 しかないが,国 際線 も扱 ってお

り,菓 アフ リカ諸国 と 連絡 し て い る.活 火山

Nyiracongoの あ る対岸 の観光都市 ゴマ(Goma)

との 間には,定 期的なvedette(連 絡 船)が 運行

している,し か し,ザ イ ールは一般に,陸 上 の交

通事情が悪 く,民 間の交通機関の運行は きわめて

不規則であ る.わ た しの調査 地 とな ったマ シシ郡

ル シ ェベル村3)(Zone　 de　Masisi　Rushebere)は,

ゴマか ら ミ トゥンバ山脈をのぼ りつ め た 海抜約

3)MasisiはNord　 Kivu(Sous-region)の な か の

　 1zoneで あ り,郡 長 と してcommissaire　 de　zone

　が 任 命 され て い る.

2,000メ ー トルの高地であ り,週 に数回通過す る

トラッ ク便 と ミッション の ジープをた よりにす る

以外,利 用で きる交通の便がなか った.対 象集落

の選定 のためには,マ シシ地方のエ クステ ソシィ

ブな調査旅行を行な いたか ったが,時日 と機動 力

の不足で思 うに まかせず,今 回は,最 初 に調査機

材 の運搬 のため,I.R.S.A.C.の ジ ープで送 りとど

けて もらった ルシ ェベ ル村を,主 要 な調査地点 と

することに きめたわけであ る。現地 では,ス ペイ

ン教会が経営す る牧場に 付属 し た 住居 を借 りう、

け,基 地 と して利用 させ てもらった.結 局,ザ イ

ール入国か ら村入 りまで3週 間以上 か か っ て
,

1974年10月19日 か ら村落調査 を開始 した.

ザ イ ールは フラン ス語 が公用語であ るが,キ ヴ州

ではス ワヒ リ語 も一般に は広 く通用 し,マ シシで

もバ ニァル ワンダ,パ フンデ ィの男性 はか な りの

程度にス ワヒ リ語 を駆使す ることがで きる.わ た

しの調査 は一貫 して,ス ワヒリ語に よって行な っ

たが,ス ワヒ リ語 といっても,こ の地方 のス ワヒ

リ方言 は,タ ンザニアのスワヒ リ語 とは,い くぶ
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ん相違があ って,最 初のころは微妙な問題のば あ

い,即 座に正確な コミュニケーションが行なわれ

たわけではな く,か れ らのスワヒ リ語になれ るま

で,い くらか の時 日を要 した.

　 また,12月 か らは タソザ ニア調査 が予定 され

て い た た め,11月21日 に は調査地 を離 れ て

I.R.S.A.C.へ む かわねばな らなか った.し たがっ

てわた しの ル シェベ ル 村におけ る調査期間 は34

日間にす ぎず,今 回は予備調査 に とどめて,イン テ

ンシ ィヴな本格的調査 は,次 の機会にゆず ること

に したのであ る。 この短期間 の調査におけ る補足

資料は,現 地 の教育者や,専 門技師たち の協力に よ

るものであ り,と くにマ シシの高校教師,Ngira-

bakunzi　 Mwumba氏 の報告[Mwumba　 1973.］ は,

マ シシ地域 の概況 を知るため の貴重な資料 として

現地 で利 用 させていただいた.ま た,畜 産 に関 し

ては,Ndakasy　 Paluku　 Tembey 氏(assistant

Veterinaire),農 耕 に関 しては.　Semakuba Ngira-

bauzi Mahina氏(Agronome　 de　Zone)が そ れ

ぞれ基礎的資料 を提供 して くれ た.こ れ らの方 々

に厚 くお礼を 申 しあげたい.ま た,ザ イールにお

け るバ ニ ァル ワソダ移民社会の形成過程 の歴史的

背景 としては,さ か のぼ ってルア ソダ王 国やパ フ

ンデ ィの歴史にふれ る必要があるが,そ れ らに関

す る記述は文末に一括 してかかげた文献に もとつ

いた.

　 なお,本 稿 は1975年5月,第12回 日本 アフ

リカ学会に お い て 研究発表 した論 旨を若干訂正

し,加 筆 した ものであ る.

　Ⅰ　移民前史　―バニ ァル ワ ンダ の 歴史的形

　　成

　 1.種族 構 成

　バニ ァルワンダとは,ル ワンダ王国を構成した

住民を包括的にしめす呼称であ り,人 種的系統の

ことな る狩猟採集民 トゥワ(Twa),農 耕民 フツ

(Hutu),牧 畜民 トゥチ(Tutsi)の3集 団が基本

になっている.ト ゥチは一般に,長 身,長 頭,痩

身であきらかにエチオピア系統の体質的特微が看

取 され,フ ツは トゥチとの比較か ら,通 常,短 身

族 と呼ばれ るこ とがあるが,実 際には中背 でバ ン

ツー系 ニグロとして,多 くは標 準的な体格を しめ

している.ト ゥワは身長 がせ いぜ い150セ ンチに

とどま り,胴 長 で一見 して繧人 とわかる独特 の身

体的特 徴を もっている.

　 マー ドックの説に した がえば[Murdock,1959:

p.48.pp.348-349］ 現 在 のル ワン ダ地方 は,す

でに中石器時代,ピ グ ミーの居住領域 に入ってい

た と推定で きる.ト ゥワ,ム ブテ ィ(Mbuti)な

どの祖先にあた る ピグ ミーは元来,湖 間地方 を本

拠地 として生活 していた のである.

　 フツは,ト ゥワよ りは,か な り遅れ,お そ らく

A.D。600-900頃 に おこ ったバ ンツー系部族の湖

間地方へ の移動に と も な っ て,こ の地方に流入

し,そ のままとどまった農耕民 の子孫 であ ろ う。

　 トゥチは もっとも遅 くお よそ500年 前,西 部地

溝帯 の回廊部を通 って北 東方面か ら湖間地方に移

動 し,放 牧に適 したル ワンダの高原地帯に適応 し

た.そ の後,先 住民の トゥワや フツを押え て勢力

をひ ろげた のであ る.

　2.ル ワ ンダ王国の成立

　ベ ルギーの植民地 とな った時,ル ワンダにはす

でに カース ト社 会 と目され うる トゥチ の支配体制

が確固 と して成立 していた.こ の支配体制を形成

してきたル ワンダ王国が,そ もそ もいつには じま

るのか とい うことについては正確な年代はわか ら

ない.た だ,口 頭伝 承に よ る と,16世 紀 以降は

かれ らの公式年代が記憶 さ れ て い る と い わ れ

［Mair,1974:p.166］,ル ワンダの独立 に よ り,

ム ワ ミ(Mwami＝ 王)が 廃位 され るまで,41代

の王が続 いている とみ な されてい る4.口 頭伝承

は,王 権 の支配 を正 当化す るために創作 された部

分があ り,そ のまま信頼す ることはで きないが,

遅 くとも15世 紀末か ら16世 紀にかけ て,ト ゥ

チのなかに有力な リネージがあ らわれ て,や が て

4)ム タ ラ3世 は,ル ワ ンダ 王 国 の 第40代 の 王 とみ

　 な さ れ て い る が,32代 とい う説 もあ る.そ れ は,

　 ル ワ ンダ 王 国成 立 時 点 の と りか た と,採 用 した 王

　 家 の 伝 承 に よ っ て 差 が 出 て きた と思 わ れ るが,筆

　 者 は マ ケ の記 述 に し た が っ て40代 と した.

　 [Maquet　 J.1961:　 P.125］


